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研究要旨 

ロコモティブシンドローム（運動器症候群、以下「ロコモ」）は、運動器の障害のために移動

機能が低下し、進行すると介護が必要になる危険性の高い状態とされる。その認知度向上に

ついては、健康日本２１（第二次）で目標設定されている。今後は運動器の健康を維持し、

運動器に由来する要介護者の増加を抑制することが要介護者を減らすうえで喫緊の課題であ

り、さらにこれまで要介護者を減らし健康寿命を延伸させる施策が講じられているが、要介

護者が増加の一途をたどっているのが現状である。 

 そこで本研究は運動機能の低下をもたらす要因の明確化、運動機能低下の程度と介護リス

クとの関係を科学的に明らかにし、これまでにない運動と栄養を中心とする効果的なロコモ

対策に資する基礎資料を得ることを目的として実施した。 

 研究方法は、運動、栄養、公衆衛生の専門家による運動と栄養に関する文献の検証に加え、

一般市民を対象とするコホート研究、要介護者や施設入居者を対象とする臨床研究、一般の

人を対象とした運動機能評価研究、運動介入研究などを実施。さらに、運動、栄養や社会的

メリット、経済的メリットに関する成果を求めた。 

運動器疾患を予防目的とした大規模住民コホート（ROAD スタディ）では、2005 年に開始し

た事業の、3年後、7 年後、10 年後の追跡調査結果をデータセットし、2016 年に終了した ROAD

スタディ第 4回調査（10年目の調査）の結果と、過去 3回の調査結果のレコードリンケージ

を実施し、データセットの構築を行うこと、ロコモティブシンドローム(ロコモ)の有病率の

推定を実施した。高齢者を対象とした下肢機能評価として SPPB community-based score と

ロコモ度テストの関連性を検討した。介入効果の検証とさらに有効性の高い介入方法やノウ

ハウを提言することを目的とした介入研究では、複数の方法で実施。埼玉では、「伊奈町ロコ

モコール講習会」を実施し、3 ヶ月間は自宅で自己運動を実施し、その前後で運動機能測定

および調査票調査を実施。運動機能測定および調査票調査では参加者を 1 会場に集めている。

宮崎では、完全訪問型介護予防事業として「ロコモコール」を実施。初回測定から、3 ヶ月後

測定まで全て自宅で実施する方法である。また、大阪、埼玉、浜松、鹿児島の 4 地域では、

事業の介入者をロコモコーディネーター（有資格者）、ロコモ普及員、無資格者に分け、調査

を介入前、1 ヵ月後、3 ヶ月後に実施しロコモコールは行わず、具体的詳細については、各研

究者による分担研究報告を参照されたい。 

高齢期の運動器の健康、あるいは障害による経済的効果・損失を明らかにし、運動器障害

対策の医療経済的異議を明らかにするために、最大歩行速度の加齢変化パターン群別に調査

終了時点から過去 1 年間の国民健康保険及び後期高齢者医療制度に基づく月額走医療費を

Generalized Estimating Equation により算出した。 
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Ａ．研究目的 

ロコモティブシンドローム（運動器症候群、

以下「ロコモ」）は、運動器の障害のために移

動機能が低下し、進行すると介護が必要にな

る危険性の高い状態とされる。その認知度向

上については、健康日本２１（第二次）で目

標設定されている。最近の厚労省の調査結果

では、要介護になった原因のうち運動器疾患

と衰弱が３６％を占めており、社会の不安と

なっている。今後は運動器の健康を維持し、

運動器に由来する要介護者の増加を抑制する

ことが要介護者を減らすうえで喫緊の課題で

ある。 

 これまで要介護者を減らし健康寿命を延伸

させる施策が講じられているが、要介護者が

増加の一途をたどっているのが現状である。

本研究で、運動機能の低下をもたらす要因の

明確化、運動機能低下の程度と介護リスクと

の関係を科学的に明らかにし、これまでにな

い運動と栄養を中心とする効果的なロコモ対

策に資する基礎資料を得ることを目的とす

る。 

  

Ｂ．研究方法 

 2005 年に開始した運動器疾患を予防目的と

した大規模住民コホート（ROAD スタディ）

の、3年後、7年後、10年後の追跡調査を実

施しており、本年度は、ロコモティブシンド

ローム（ロコモ）の発生率を推定し、その危

険因子を解明することを目的として、ROAD ベ

ースライン調査参加者 3,040 名(男性 1,061

名、女性 1,979 名、平均年齢 70.3 歳)におい

て、山村コホート参加者を対象として、13年

目の追跡調査を実施。既往歴、家族歴、投

薬、生活習慣、運動、転倒、疼痛、日常生活

活動度(ADL)、ボランティアなど社会的活動の

有無などからなる 400 項目もの詳細な問診票

調査、要介護者スクリーニングにも用いられ

る基本チェックリスト、ロコモ 25問診票、栄

養調査 BDHQ、認知機能の評価指標としての

Mini Mental State Examination (MMSE)、精

神的健康の測定尺度として WHO-5 精神的健康

状態表、QOL の評価指標としての EQ5D、SF8

などの調査を行った。さらに、身体測定とし

て、身長、体重、腹囲、血圧の測定を実施

し、運動機能調査として筋量検査、握力測

定、歩行速度測定、ロコモ度テストを実施し

た。画像検査として、骨密度検査、X線検

査、MRI 検査(脊椎、脳)を実施し、血液尿サ

ンプルも採取した。さらに対象者の主観的自

立度に関するインタビュー調査も実施した。

平成 30 年度の第 5回調査には、山村コホート

対象者 829 名(男性 278 名、女性 551 名)が参

加した。 

 高齢者を対象とした下肢機能評価として信

頼性・妥当性・実行可能性の面から推奨され

ている Short Physical Performance Battery

（以下，SPPB）、我が国の地域在住高齢者向け
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に算出方法を修正され、要支援・要介護の新

規発生を予測する指標として有用とされる

SPPB community-based score（以下、SPPB-

com）とロコモ度テストの関連性を検討した。 

 また、ロコモ度テストの全国調査も実施し

ている。全国調査では、関連学会および協議

会の協力を得て、20～29 歳、30～39 歳、40～

44 歳、45～49 歳、50～54 歳、55～59 歳、60

～64 歳、65～69 歳、70～74 歳、75～79 歳、

80～89 歳の各年齢男女それぞれ 464 名（総計

10208 名）分を調査した。 

 介入効果の検証とさらに有効性の高い介入

方法やノウハウを提言することを目的とした

介入研究では、埼玉県での「伊奈町ロコモコ

ール講習会」を実施。宮崎県では地域行政と

民生委員と共に訪問型介護予防事業のロコモ

コール、大阪、埼玉、浜松、鹿児島では、介

入者をロコモコーディネーター、ロコモ普及

員、無資格者に分けて参加者の運動機能測定

結果を比較した事業を行った。 

埼玉の地域在住高齢者を対象としたロコモ

の予防・改善のための 3か月間の運動介入プ

ログラム「ロコモコール講習会」では、初回

に運動機能測定および調査票調査、ロコトレ

の運動指導を行った。その後参加者は、自己

運動として 3か月間運動をつづけ、その後に

再測定・再調査を行った。合計で 103 名（男

性 26名、女性 77 名、平均年齢 74.8 歳）が参

加した。 

 宮崎での介入研究では、平成 23年から平成

29 年までにロコモコールを実施。64 歳から

97 歳までの男女計 540 名が参加している。こ

の調査では、初回と 3ヶ月後に基本チェック

リスト、問診、ロコモ 25、開眼片脚立ち時

間、椅子立ち上がり（5回）時間を測定し、

その変化を解析した。2回の測定の間の 3ヶ

月間はロコトレ（開眼片脚立ち、スクワッ

ト）を１日 3セット実施することとし、地域

で活躍する民生委員が１週間に 3 回参加者へ

電話連絡または自宅訪問を行い、体調やロコ

トレ実施状況等の確認連絡を継続した。ま

た、地域住民や総合型スポーツクラブに所属

する会員へロコモ検診を実施。検診の有用性

を検証した。 

 栄養介入プログラムを目的とした調査で

は、鳩山コホート研究（埼玉県鳩山町）の 2

年後の追跡調査（2012 年）に参加した年齢 65

歳以上の女性 314 名のうち、DXA 法による骨

密度測定および BIA 法による体組成測定の双

方を行った 295 名を対象とし、食品摂取の多

様性は、熊谷らの多様性得点（DVS）を用いて

評価した。 

  要支援・要介護高齢者を対象とした 30秒

間に 10 回の立ち上がり運動を反復して行う

「30秒 10 回スクワット」の効果検証では、

最終的な分析対象者は対照群 24 名、介入群

29 名であった。リタイアは、対照群 28名、

介入群 24名と多かったが、ほとんどは経過中

の入院などの病態変化であり「30秒 10 回ス

クワット」実施による有害事象は認めなかっ

た。介入群において、介入前の立ち上がりロ

コモ度 2該当者の 2・3・5か月後のロコモ度

改善者が、対照群に比して有意に高かった。

しかし元々両脚 40㎝程度からしか立てない高

齢者の効果は認めなかった。また 2ステップ

ロコモ度への波及効果も認めなかった。 

 運動器の健康・障害よる経済的効果・損失

推計を目的に、分析に必要なデータセットの

構築をさらに進めるとともに、これまでのデ

ータを用いて、歩行機能の加齢変化パターン

をもとめ、それと医療・介護給付費との関連

を分析した。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究は、各分担研究者が所属する倫理委員

会の承認を得て実施しており、各種法律・政

令・各省通達、臨床研究に関する倫理指針お

よび倫理規定を遵守して行っている。同意取
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得の際には、医の倫理委員会で承認の得られ

た同意説明文書を研究対象者に渡し、文書及

び口頭による十分な説明を行い、研究対象者

の自由意思による同意を文書で取得してい

る。この研究の参加は、研究対象者の自由意

思によるものであり、研究対象者が研究への

参加を拒否・撤回した場合は、それまでの試

料・情報を原則破棄するものとする。ただ

し、研究対象者の同意を得ることができれ

ば、それまでの試料・情報はそのまま使用す

ることとする。採取したサンプルや対象者 ID

対照表、解析結果は鍵付保管庫で厳重に管理

し秘密を厳守する。結果を学術論文や学会等

で報告する場合も参加者の人権及びプライバ

シーの保護を優先する。 

 

Ｃ．研究結果 

ROAD スタディ第 5 回調査（13 年目の調

査）では、立ち上がりテスト、2 ステップテ

スト共に SPPB-com 合計点との間に中等度の

正の相関を認めたことから、コモ度テストが

要支援・要介護の発生リスクとの関連性か

ら、下肢機能を捉える指標となりうる可能性

が示唆された。 

要支援・要介護の新規発生を予測する指標

として有用とされる SPPB community-based 

score（以下，SPPB-com）とロコモ度テストの

関連性の検討では、ロコモ度 1，2の中に

SPPB 合計点の満点が多数存在することから、

原版での算出では天井効果が確認された。立

ち上がりテスト、2ステップテスト共に原版

SPPB 合計点との間に有意な相関は認めなかっ

たが，SPPB-com 合計点との間に中等度の正の

相関を認めた（rs=0.47, 0.43, p<0.01）。 

 ロコモ度テストの日本人の性・年代別基準

値の作成では、総計 10208 名分を集める事と

いていたが、欠損値などがあるものを除くと

総計は約 8,800 名分となる見込みで、現在デ

ータの再点検中である。 

 埼玉県内における介入効果の検証は、3か

月後の再調査には 84 名が参加し、ほぼすべて

の評価項目で改善していた。宮崎での調査で

は、開眼片脚立ち起立時間および椅子立ち上

がり時間（5回）とも改善をみせ、この方法

は自宅で可能な上に、地域の民生委員との交

流（連絡）がいい影響を与えた。介入者をロ

コモコーディネーター、ロコモ普及員、無資

格者の 3つに郡分けし結果を比較した結果で

は、運動機能を示す指標のうちで、椅子から

の立ち上がり時間について、すべての介入で

運動機能の向上および向上傾向が見られた

が、開眼片脚立位時間についてはロコモコー

ディネーターの介入群のみに有意な向上が認

められた。 

運動機能の維持向上につながる効果的な栄

養介入プログラム作成においては、既存デー

タを用いて、骨粗鬆症と食品摂取の多様性ス

コア（DVS）との関連を調べ、骨粗鬆症の予防

のためには DVS７点以上が望ましいとの結果

を得た。 

 運動器の障害による経済的損失を明らかに

する点では、歩行機能が低下していく群で

は、月別医療費が減っていくが、代わりに介

護費が急増していくことが明らかとなった。 

 

Ｄ．考察 

 ロコモ度 1の有病率は 69.8％（男性

68.4%、女性 70.5%）、ロコモ度 2の有病率は

25.1％（男性 22.7%、女性 26.3%）である、ロ

コモ度 1、ロコモ度 2の有病率の性・年代別

分布を成 22 年の国勢調査人口統計に当てはめ

てロコモ度 1、ロコモ度 2の有病者数を推定

したところ、40 歳以上におけるロコモ度 1有

病者数は総数 4590 万人（男性 2020 万人、女

性 2570 万人）、ロコモ度 2は総数 1380 万人

（男性 460 万人、女性 920 万人）となる。極

めて多数の人口がロコモ度 1、2に該当してい

ることがわかっており特にロコモ度１は 40歳
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以上の 68%が該当することから、極めて多く

の中高年男女が自覚のないまま移動機能の低

下が始まっていることがわかり、ロコモ予防

のための早期介入の重要性が明らかとなっ

た。 

 立ち上がりテスト、2 ステップテスト共に

SPPB-com 合計点との間に中等度の正の相関

を認めたことから、ロコモ度テストが要支

援・要介護の発生リスクとの関連性から，下

肢機能を捉える指標となりうる可能性が示唆

された。文部科学省の新体力テストは、児

童・生徒の教育現場における発育・発達の評

価方法をベースにしたものと、競技スポーツ

強化のための体力評価法がベースになってい

るため、高齢者や運動器に障害がある者、あ

るいはその可能性が高い者に対しては実施困

難な種目が多い。それに比べてロコモ度テス

トは、日常生活に欠かせない動作（歩く・立

つなど）に直結しており、「できる」「できな

い」で結果が出ることにより、自身の運動器

状態（低下）を実感することができる。その

自覚は実生活に直結しているため、運動器の

健康に取り組む動機付けになる。 

 運動や栄養の効果的な介入方法について

は、ロコトレを継続することが運動機能（特

に移動機能）維持・改善に効果があることが

示唆され、その取り組みは体操教室のような

施設集合型ではなくても、自宅でも実施可能

であった。栄養は、高齢期に増えてくるサル

コペニア予防に DVS7 点以上が推奨されてお

り、サルコペニアは骨粗鬆症、変形性膝関節

症とならんでロコモの背景疾病となるため、

食事ガイドラインとして DVS7 点以上を推奨す

る。 

 

Ｅ．結論 

これまでの運動機能テストに比べてロコモ

度テストは日常生活の動作を総合的に判断す

ることが可能であり、バランス力、下肢筋力

を維持・改善する方法としてロコトレが有用

であることが示された。なお、個々の研究の

詳細に関しては、各分担研究者による報告を

参照されたい。 

今後、よりロコモ予防を全国に普及し介護

予防や健康寿命延伸に貢献するためには、本

事業で示されたロコモ予防改善プログラムを

広める必要があり、地域行政や関連学会との

協力を得て実施することが重要であると思わ

れる。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 該当なし 

 

Ｇ．研究発表 
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Frailty Research in Japan. Japan-Korea 

Joint Symposium on Challenge of 

Frailty Research, Tokyo, Japan, 2019. 

1.18. 

26．新開省二、清野諭、田中泉澄、遠峰結

衣、西真理子、横山友里、成田美紀、谷口

優、 天野秀紀、池内朋子、北村明彦. 大

都市部高齢者における孤食とフレイルおよ

び精神的健康との関連：家族形態（家族と

同居または独居）別での検討．日本老年社

会科学会第 60回大会, 千代田区, 

2018.6.9-10. 

27．新開省二、野藤悠、大須賀洋祐、清野

諭、成田美紀、北村明彦、岡野功、窪川真

治、藤倉とし枝. 地域におけるフレイル予

防（２）埼玉県シルバー人材センターの取

り組み．第 77回 日本公衆衛生学会総会, 

郡山市, 2018.10.24-26. 

28．新開省二、谷口優、野藤悠、清野諭、北

村明彦．フレイル～地域全体への予防的介

入とその効果～．第 29回日本疫学会総会, 

千代田区, 2019.1.30-2.1. (シンポジウ

ム) 

29.北村明彦、谷口優、天野秀紀、清野諭、海

渡翔、武井卓、板橋美津世、藤原佳典、新

開省二．地域高齢者の要介護発生、死亡に

及ぼす慢性腎臓病とフレイルの交互影響．

第第 60 回日本老年医学会学術集会, 京都

市, 2018.6.14-16. 

30.谷口優、北村明彦、清野諭、横山友里、石

崎達郎、光武誠吾、西真理子、天野秀紀、

藤原佳典、新開省二．歩行機能の加齢変化

パターンと医療費との関連．第 60回日本

老年医学会学術集会, 京都市, 2018.6.14-

16. 

31.海渡翔、谷口優、北村明彦、清野諭、天野

秀紀、板橋美津世、武井卓、横川博英、藤

原佳典、新開省二．地域在住高齢者におけ

るＣｒの加齢変化パターンに関する縦断研

究－草津町研究－．第 60回日本老年医学

会学術集会, 京都市, 2018.6.14-16. 

32.清野諭、西真理子、横山友里、村山洋史、

成田美紀、谷口優、天野秀紀、北村明彦、

新開省二．フレイル予防のための複合プロ

グラムが高齢者のフレイルに及ぼす長期的

効果：傾向スコアマッチング法による前向

き研究．第 60回日本老年医学会学術集会, 

京都市, 2018.6.14-16. 

33.成田美紀、横山友里、西真理子、谷口優、

清野諭、天野秀紀、北村明彦、新開省二．

地域在宅高齢者における牛乳・乳製品の摂

取とサルコペニアの有無との関連．第 60

回日本老年医学会学術集会, 京都市, 

2018.6.14-16. 

34.成田美紀、横山友里、本川佳子、田中泉

澄、新開省二．地域在住女性高齢者におけ

る食品摂取多様性と大腿骨近位部骨粗鬆症

との関連．第 65 回日本栄養改善学会学術

総会, 新潟市, 2018.9.3-5. 

35.横山友里、北村明彦、成田美紀、田中泉

澄、新開省二．地域在住高齢者における 1

日のたんぱく質摂取量の配分とフレイルと

の関連．第 13回日本応用老年学会大会, 

板橋区, 2018.10.20-21. 

36.成田美紀、横山友里、北村明彦、新開省

二．高齢者の牛乳・乳製品の習慣的摂取お

よび食品摂取の多様性とフレイルとの横断

的関連．第 13回日本応用老年学会大会, 
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板橋区, 2018.10.20-21. 

37.北村明彦、谷口優、天野秀紀、清野諭、横

山友里、西真理子、成田美紀、池内朋子、

海渡翔、阿部巧、干川なつみ、濱口奈緒

美、岡部たづる、藤原佳典、新開省二．地

域高齢者の健康余命に及ぼす生活習慣病と

フレイルの影響：草津町研究．第 77 回 日

本公衆衛生学会総会, 郡山市, 

2018.10.24-26. 

38.谷口優、北村明彦、石﨑達郎、清野諭、横

山友里、藤原佳典、鈴木宏幸、光武誠吾、

野藤悠、天野秀紀、西真理子、干川なつ

み、濱口奈緒美、岡部たづる、新開省二．

認知機能の変化パターンと医療費及び介護

費との関連－草津町研究－．第 77回 日本

公衆衛生学会総会, 郡山市, 2018.10.24-

26. 

39.田中泉澄、北村明彦、清野諭、遠峰結衣、

西真理子、新開省二．都市部在住高齢者に

おける所得および食品摂取多様性と精神的

健康度との関連．第 77回 日本公衆衛生学

会総会, 郡山市, 2018.10.24-26. 

40.阿部巧、北村明彦、谷口優、天野秀紀、清

野諭、横山友里、西真理子、成田美紀、池

内朋子、海渡翔、干川なつみ、濱口奈緒

美、岡部たづる、藤原佳典、新開省二．身

体活動量と全死亡との関連性に及ぼす歩行

速度の媒介効果．第 77回 日本公衆衛生学

会総会, 郡山市, 2018.10.24-26. 

41.成田美紀、谷口優、北村明彦、池内朋子、

天野秀紀、清野諭、横山友里、西真理子、

海渡翔、田中泉澄、千川なつみ、濱口奈緒

美、岡部たづる、藤原佳典、新開省二．地

域在住高齢者における食品摂取多様性の加

齢変化パターンと要介護発生との関連．第

77 回 日本公衆衛生学会総会, 郡山市, 

2018.10.24-26. 

42.海渡翔、谷口優、北村明彦、清野諭、横山

友里、阿部巧、池内朋子、西真理子、天野

秀紀、板橋美津世、武井卓、横川博英、藤

原佳典、新開省二．地域在宅高齢者におけ

る腎機能の加齢変化パターンが総死亡に及

ぼす影響－草津町研究－．第 77 回 日本公

衆衛生学会総会, 郡山市, 2018.10.24-26. 

43. 野藤悠、吉田由佳、谷垣知美、清野諭、

村山洋史、北村明彦、新開省二. 地域にお

けるフレイル予防（１）兵庫県養父市の取

り組み．第 77回 日本公衆衛生学会総会, 

郡山市, 2018.10.24-26. 

44.北村明彦、谷口優、天野秀紀、清野諭、横

山友里、西真理子、藤原佳典、新開省二．

地域高齢者の自立喪失に及ぼす生活習慣病

と機能的健康の影響度：草津町研究．第

29 回日本疫学会総会, 千代田区, 

2019.1.30-2.1. 

45. 村永信吾，松田 徹，東 拓弥 

「地域在住高齢者を対象としたロコモ度テス

トと Short Physical Performance 

Battery の関連性の検討」第 31 回日本運

動器科学会（2019 年 7月 6-7 日）発表予

定 

46．藤野圭司：リハビリテーション科医が知

っておきたいロコモティブシンドローム

(ロコモ) 介護予防対策とロコモティブシ

ンドローム.第 55 回日本リハビリテーショ

ン医学会学術集会 福岡市，2018.6.28-

7.1 

47．二階堂元重，藤野圭司： 6 学会合同の再

骨折予防のためのインストラクター制度に

関するシンポジウム SLOC(全国ストップ・

ザ・ロコモ協議会)のロコモコーディネー

ター制度について．第 60回日本老年医学

会学術集会 京都市，2018.6.14-16 

48．藤野圭司：要介護者逓減のための取り組

み．第 91回日本整形外科学会学術集会 

神戸市，2018.5.24-27 

49．藤野圭司：ロコモの認知度向上のために-

ロコモの社会貢献と整形外科医の役割- ロ
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コモの認知度向上のために 浜松市での取

り組み．第 91回日本整形外科学会学術集

会 神戸市，2018.5.24-27  

50．藤野圭司：ロコモティブシンドローム

2022 年 80%達成へのロードマップ NPO 法

人全国ストップ・ザ・ロコモ協議会(SLOC)

の設立と浜松市におけるロコモコーディネ

ーターの取り組み．第 30回日本運動器科

学会 宜野湾市，2018.6.23-24 

51．藤野圭司：日本型整形外科の展望 日本に

特有な「柔整」や「按摩・マッサージ・指

圧師等」とどう対処すべきか 「共存か対

立か」．第 30 回日本運動器科学会 宜野湾

市，2018.6.23-24 

52. 堀井千彬、飯高世子、村木重之、岡敬

之、橋爪洋、山田宏、吉田宗人、田中栄、

吉村典子：全脊椎 X線画像からみた椎体骨

折の有病率と腰痛・歩行能力の関連: ROAD 

study 第 4回調査より：第 47回日本脊椎

脊髄病学会学術集会 神戸市、2018.4.12-

14  

53.児玉理恵、田中栄、吉村典子：母指 CM 関

節症有病率の年代別重症度別分布：The 

ROAD study：第 61回日本手外科学会学術

集会 東京、2018.4.26-27 

54.飯高世子、村木重之、岡敬之、堀井千彬、

田中栄、川口浩、中村耕三、阿久根徹、吉

村典子：変形性股関節症の発生率と危険因

子 -The ROAD study-：第 91回日本整形

外科学会学術総会 神戸市、2018.5.24-27 

55.堀井千彬、飯高世子、村木重之、岡敬之、

川口浩、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉

村典子：全脊椎 X線画像からみた椎体骨折

の有病率：ROAD study 第 4 回調査より：

第 91回日本整形外科学会学術総会 神戸

市、2018.5.24-27 

56.吉村典子、飯高世子、村木重之、堀井千

彬、岡敬之、川口浩、阿久根徹、中村耕

三、田中栄：フレイルとロコモの有病率と

相互関係：ROAD スタディ第 3回調査よ

り：第 30回日本運動器科学会 宜野湾

市、2018.6.23-24 

57.飯高世子、村木重之、岡敬之、堀井千彬、

田中栄、川口浩、中村耕三、阿久根徹、吉

村典子：変形性股関節症の発生率と寛骨臼

形成不全との関連 -The ROAD study-：第

30 回日本運動器科学会 宜野湾市、

2018.6.23-24 

58.吉村典子、飯高世子、村木重之、堀井千

彬、岡敬之、川口浩、阿久根徹、中村耕

三、田中栄：フレイルとロコモの相互関

係：ROAD スタディより：第 31回日本臨床

整形外科学会学術集会 鹿児島市、

2018.7.15-16 

59.飯高世子、村木重之、岡敬之、田中栄、中

村耕三、阿久根徹、吉村典子：変形性股関

節症の発生率：10年間の地域追跡コホー

トより：第 36回日本骨代謝学会学術集会 

長崎市、2018.7.26-28 

60.橋爪洋、吉村典子、山田宏、吉田宗人：ロ

コモティブシンドロームの現状と対策 ロ

コモ予防のための啓発活動と運動介入が参

加住民に及ぼす効果について 和歌山県美

浜町における検証結果：第 73回日本体力

医学会大会 福井市、2018.9.7-9 

61.長田圭司、橋爪洋、山田宏、吉村典子、籠

谷良平、吉田宗人：骨増殖病態の重症度と

終末糖化産物(AGEs)の血中濃度は相関する 

大規模住民コホートの調査結果より：第

131 回中部日本整形外科災害外科学会･学

術集会 倉敷市、2018.10.5-6 

62.飯高世子、村木重之、岡敬之、堀井千彬、

田中栄、川口浩、中村耕三、阿久根徹、吉

村典子：変形性股関節症の発生率と危険因

子の解明 -The ROAD study-：第 20回日

本骨粗鬆症学会 長崎市、2018.10.26-28 

■国際学会 

1．Koji Totoribe，Etsuo Chosa，Go 
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Yamako，Xin Zhao，Hiroaki Hamanaka，

Koki Ouchi，Gang Deng：Evaluation of 

Pressure Distribution on Patellar-

Tendon-Bearing Sockets During Walking 

and Stair Ascent and Descent in Two 

Subjects．ORS2019 Annual Meeting, USA, 

2019.2.2-5 

2．Koki Ouchi，Deng Gang，Go Yamako，Koji 

Totoribe，Etsuo Chosa：Hip Joint 

Reaction Force During the Ｇａｉｔ on 

the Healthy and Diseased Side of 

Patients With Unilateral Hip 

Osteoarthritis. ORS2019 Annual 

Meeting, USA, 2019.2.2-5 

3．Shinkai S, Seino S, Tanaka I, Tomine 

Y, Nishi M, Yokoyama Y, Kitamura A. 

Eating alone, frailty and 

psychological ill health among 

Japanese older adults living in a 

metropolitan area. Gerontological 

Society of America’s 2018 Annual 

Scientific Meeting, Boston, USA, 

2018.11.14-18. 

4．Shinkai S. Healthy aging in Japan: 

lessons learned from community-based 

research. A keynote lecture at the 

annual conference of the Korean 

Society for Epidemiology, Seoul, 

Korea, 2018.12. 6. (invited speaker) 

5．Amano H, Kitamura A, Yokoyama Y, 

Narita M, Nishi M, Yoshida H, Fujiwara 

Y, Shinkai S．Risk factors for types 

of dementia classified on multivariate 

trajectories of cognitive functions 

before incidence. The Gerontological 

Society of America’s 2018 Annual 

Scientific Meeting, Boston, USA, 

2018.11.14-18. 

6．Kaito S, Taniguchi Y, Kitamura A, 

Seino S, Amano H, Itabashi M, Takei T, 

Yokokawa H, Fujiwara Y, Shinkai S．

Trajectories of Kidney Function and 

Associated Factors Among Community-

Dwelling Older Japanese: the Kusatsu 

study. The Gerontological Society of 

America’s 2018 Annual Scientific 

Meeting, Boston, USA, 2018.11.14-18. 

7．Sakurai R, Inagaki H, Tokumaru A, 

Sakurai K, Kitamura A, Watanabe Y, 

Shinkai S, Awata S. Differences in the 

association of white matter 

hyperintensities and gait impairment 

between older adults with and without 

cognitive impairment. The 

Gerontological Society of America’s 

2018 Annual Scientific Meeting, 

Boston, USA, 2018.11.14-18. 

8. Horii C, Iidaka T, Muraki S, Oka H, 

Hashizume H, Yamada H, Yoshida M, 

Tanaka S, Yoshimura N: Prevalence and 

cumulative incidence of morphometric 

vertebral fractures in Japanese men 

and women: the Research on 

Osteoarthritis/Osteoporosis against 

Disability study. World Congress on 

Osteoporosis, Osteoarthritis and 

Musculoskeletal Diseases: 

International Osteoporosis Foundation-

European Society for Clinical and 

Economic Aspects of Osteoporosis and 

Osteoarthritis (WCO-IOF-ESCEO 2018), 

Krakow, Poland, 2018.4.19-22 

9. Yoshimura N, Muraki S, Oka H, Iidaka 

T, Horii C, Kawaguchi H, Nakamura K, 

Akune T, Tanaka S: Profiles and Risk 

Factors for The Occurrence of 

Osteosarcopenia: The ROAD Study. World 

Congress on Osteoporosis, 
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Osteoarthritis and Musculoskeletal 

Diseases: International Osteoporosis 

Foundation-European Society for 

Clinical and Economic Aspects of 

Osteoporosis and Osteoarthritis (WCO-

IOF-ESCEO 2018), Krakow, Poland, 

2018.4.19-22 

10.Yoshimura N, Muraki S, Oka H, Iidaka 

T, Horii C, Kawaguchi H, Nakamura K, 

Akune T, Tanaka S: Osteoporosis as a 

risk factor for the occurrence of 

frailty: a four-year follow-up of the 

ROAD study. Bone Research Society 

(BRS) annual meeting 2018. Winchester, 

UK, 2018.6.27-29 

11.Iidaka T, Yoshimura N, Tanaka S: The 

association between plasma levels of 

pentosidine and change in bone mineral 

density: A 3-year follow-up of the 

ROAD Study. 3rd Herbert Fleisch 

Workshop（IFMRS）, Brugge, Belgium, 

2019.03.17-19 observations between the 

second and third ROAD study surveys. 

International Conference on Farality & 

Sarcopenia Research (ICFSR 2018), 

Miami Beach, USA, 2018.3.1-3 

（発表誌名巻号・頁・発行年等も記入） 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

 1)発明の名称：ロコモティブシンドロームの

評価値算出方法、および評価装置 番号：

特許第 6216984 号 登録日：平成 29 年

10 月 6 日 

2)発明の名称：立ち上がり能力測定用の椅子及

び立ち上がり能力評価システム 番号：特

許第 6493781 号 登録日：平成 31 年 3 月

15 日 

3)発明の名称：運動器評価システム及び運動器

評価方法 出願番号：特許第 6281876 号 

登録日：平成 30 年 2 月 2 日 

4)商標登録：「ロコモ年齢」 登録番号：第

6040356 号 登録日：平成 30 年 5 月 11

日 

 

 2. 実用新案登録 
  該当なし 
 3.その他 

 


